
の付加体の中間に位置しているために地質構造が非常に複

雑である。この複雑な地質構造には、丹沢ブロックや伊豆

ブロックの衝突によって形成された地質構造と、三浦半島

の地質構造の関係を解き明かすための鍵が隠されている。

しかし、大磯丘陵の基盤岩である高麗山層群や大磯層の

露出は少ないために、大塚(1929)をはじめ、古くから研究

がなされてはいるものの未解明な部分が多い。

1)神奈川県立生命の星・地球博物館

〒250-0031 神奈川県小田原市入生田 499
Kanagawa Prefectura I Museum of Natura I Hi story 
499. I ryuda. Odawara. Kanagawa 250-0031. Japan 
山下浩之 E--mai I ;yama-p約k.rim. or. jp 
2)札幌学院大学

Sapporo Gaku in University 

ッティングに関しての議論をしていただき、 さらに三浦半島

のアルカリ玄武岩類の情報をいただいた。神奈川県温泉

地学研究所および萬年一剛氏にはEPMAによる鉱物の化

学分析の際にお世話になった。蛯子貞二氏には、野外調

査および検鏡の協力をしていただいた。小林真由美氏に

は、蛍光X線分析のお手伝いをしていただいた。樽創氏

には露頭についての情報を提供および資料収集をしていた

だいた。 田口公則氏には、野外調査の協力とともに、化

石床に関する情報提供をしていただいた。博物館地学ボラ

ンティアの、入江和夫氏、島田悦也氏、新藤誠一郎氏、

田村恵補氏、野村平二氏、萩原隆平氏、 山下紘氏、金

子吊智子氏、庄司文子氏、 中村千恵氏、永井たまき氏、

長谷）l|洋子氏、深沢良子氏、菅井美里氏、前田信氏、
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大磯層中の花岡岩礫（本研究）

_ - - #1 A,Bとも共通
---・---・ #51 

100_ 

A 

10 

0.1 

丹沢深成岩体（Kawate& Arima, 1998) 

Ir- Ho-3:畦ヶ丸型トーナル岩
Si02=62.89wt.% 

---0--- lshi-3:ユーシン型トーナル岩
Si02=70.38wt.% 一Fj-1:小規模貫入岩体
Si02=71.13wt.% 

Sr K Rb Ba Nb P Zr Ti Y 

100 

10 

0.1 

B
 

甲府深成岩体（Saito& Arima, 2004) 
芦川岩体
...-ASK-14: Si02=73.30wt.% 
...-ASK-16: Si02=75.22wt.% 
藤野木岩体
＿＿← HMN-10: Si02=64.40wt.% 
徳和岩体
ーo------SSG-02: Si02=70.72wt.% 
- SSG-06: Si02=72.69wt.% 

Sr K Rb Ba Nb P Zr Ti Y 



��

3r A 

2

1

 

（

ま

．

茎

）

0
3
-

一
一一一

一一一
高カリウム岩系 __— 

一
一一一＿＿一 中間カリウム岩系- ---. ----------.— 低カリウム岩系

--ーア い。
—一ロ

゜45 50 55 

Si02 (wt.%) 

8 ゚ B c
 

6
 會

0

0

 

7

6

 

（

ま

．

茎

）

z
o
l
S

50 

15 

0

5

 

ー

（

ま

．

茎

）

0
0
L
L

60 65 

25 

20 

15 

10 

：1口5 ： 50 65 70 
55 Si02 60 
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゜
2 3 4 5 

FeO/MgO ゜
2 3 4 5 

FeO/MgO 

4
 

2
 

Na20+K20 

淡岱
、$ 、9、ら． ，、
‘’  ヽ — - 9 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ ・
‘" ヽ と。。一

‘’ ヽ

045 50 55 60 
Si02 

65 70 

▲スコリア
〇玄武岩質安山岩（ハイアロオフティック）
△玄武岩質安山岩（インターサータル）
口安山岩（インターサータル）
●高Mg玄武岩質安山岩

大磯層の含貝化石礫岩

▲スコリア

〇玄武岩質安山岩（ハイアロオフティック）

△玄武岩質安山岩（インターサータル）

口安山岩（インターサータル）

●高Mg玄武岩質安山岩

◎大磯層中のスコリア（谷口ほか， 1991)

〇伊豆大島（一色， 1984)

グ箱根火山古期外輪山溶岩
一、 （山下，未公表データ）
、さ．東伊豆単成火山噴出物 (Hamuro,1985)

｀ 
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P2O5 0.29 0.23 0.15 0.2 0.03 0.09 

Trace element(ppm) 
Ba 292 197 328 246 31 130 

Cr 171 230 560 301 1020 35 

Nb 7.7 6.5 5.9 4.4 0.5 2.2 

Ni 89 225 203 74 229 12 
Rb 14 9.8 67 28 10 12 

Sr 569 495 269 220 66 343 

Y 16 21 19 19 4.1 30 

#7, #47 HMBA 
HMA：瀬戸内産高マグネシア安山岩（白木敬一， 1993)
lzu:伊豆半島仁科層群中の高マグネシア安山岩（高橋， 1989)
Bon:小笠原諸島父島産ボニナイト（白木敬一， 1993)
Koma:高麗山層群北大磯層中の枕状溶岩（本研究）
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100 

10 8~0

l/\l 
/)p

o~ 
ー

0.1 

0.01 

大磯層含貝化石礫岩層の

高Mg玄武岩質安山岩礫（本研究）―#47 #7 
高マグネシア安山岩

―•一 伊豆半島仁科層群（高橋 1989)

，， 瀬戸内産34個の平均値
（白木ほか， 1993)

ボニナイト
• 父島産（白木ほか， 1993)

¥、▲

Sr k
 
Rb Ba Nb p

 

Zr Ti Y
 

Ti02 

←1QxMn0 1OX P205 

大磯層中の高Mg玄武岩質安山岩礫（本研究）

高麗山層群北大磯層中の枕状溶岩
（玄武岩質安山岩） （小出ほか， 2002)

〇 三浦半島のアルカリ玄武岩枕状溶岩および
ドレライト（谷口•小川， 1990)

千畑レキ岩中の玄武岩* (OIA~MORB) 
→ホットスポット起源のアルカリ玄武岩
（高橋＆荒井， 1994)

＊ゃやMORB寄り）
＊と比べて、やや高いSi02と低いTi02
（高橋＆荒井， 1994)

嶺岡帯の玄武岩類（高橋＆荒井， 1994)

▲ ソレアイト玄武岩

△ ピクライト玄武岩
▼ アルカリ玄武岩

●

□
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0.01 

大磯層含貝化石礫岩層の
高Mg玄武岩質安山岩礫（本研究）

ー一ヽ 小出ほか (2002)と同試料

Sr K Rb Ba Nb P Zr Ti Y 
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堆積岩類

砂岩 小仏層群もしくは相模湖層群

チャート 小仏層群

石灰質礫岩

石灰質砂岩 含貝化石礫岩層の下位の地層

石灰質シルト岩

凝灰岩

珪長質凝灰岩 高麗山層群

それ以外の凝灰岩 丹沢山地、高麗山層群、御坂層群？

偽礫 下位の大磯層中のシルト質凝灰岩

やスコリア質凝灰岩

伊豆ー小笠原弧起源ではなく、岩相が小仏層
群もしくは相模湖層群の砂岩と似る

同上

周辺の地層からは見つからないこと、角礫が

多く、サイズも大きいことから。

成因は不明

穿孔貝によって穴があけられた礫が見つかる

ことと、岩相が似ることから

いずれの可能性もあり

角礫が多く、サイズも大きいこと。周辺の大磯

層から同じ岩相のものが見られること
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1．フィリビン濁プレート前孤モデル
：大磯層はフィリピン海プレートの前弧に堆積

花尚岩や砂岩の礫は本州弧陸側斜面もしくはトラフを流されてきた
プレート境界をはさんで向かいにあった高麗山層群からHMBAを供給。
いずれの礫もトラフを乗り越え伊豆ー小笠原弧前弧に堆積した。

岬 □9愚l

藤野木一愛川
構造線の延長‘

供給

スコリアおよ
火山岩礫の

11駈iu’’l

2．＊州弧隆側斜薗モテル
：大磯層は本州弧陸側斜面に堆積

青野原一煤ヶ谷構造線の延長

↓ 
現在の湘南平の南、すなわち
高麗山層群と大磯層の間に
構造線がなければならない

花尚岩や砂岩の礫は本州弧陸側斜面もしくはトラフを流されてきた。
大磯層の堆積場の近辺にあった高麗山層群からHMBAを供給。
大磯層中に見られるスコリア層はトラフをはさんで反対側の
フィリピン海プレート上の火山よりもたらされた。

伽哨廿墨l

灰岩礫・

|1駈iu’’l

スコリアお
火山岩礫の

（ 
／ 

青野原一煤ヶ谷構造線の延長

（箱根のような）
低アルカリ高アルミナ質
玄武岩～安山岩の活動

一
このまま付加されると
大磯層の地質構造と調和的

（箱根のような）
低アルカリ高アルミナ質
玄武岩～安山岩の活動

一
→ 生沢断層から大磯層の南を抜けて三浦半島へ

大磯丘陵周辺の地形的に、
また三崎層が伊豆弧の前弧堆積物で
あることにも調和的

大磯層が北傾斜であることは
大磯層の形成後の変形で説明？
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